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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　　線形予測モデルのモデル次数（以下、単に「モデル次数」という。）がｍ－１にお
ける前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、モデル次数ｍ－１における後向き予測誤差ｂｍ－１およ
びモデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１からモデル次数ｍにおけ
る前向き予測誤差ｂ′ｍを算出する前向き予測誤差更新手段と、
　　　モデル次数ｍ－１における前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、モデル次数ｍ－１における
後向き予測誤差ｂｍ－１およびモデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ

－１からモデル次数ｍにおける後向き予測誤差ｂｍを算出する後向き予測誤差更新手段と
、
　　　モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍおよび後向き予測誤差ｂｍを用いて、
モデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出するＰＡＲＣＯＲ係数算出手段と
を備えたＰＡＲＣＯＲ係数算出装置であって、
　　　モデル次数ｍ－１における平均エネルギーＡｍ－１に、モデル次数ｍ－１における
ＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１の二乗を１から減じた値を乗ずることでモデル次数ｍ
における平均エネルギーＡｍを算出する平均エネルギー算出手段を備え、
　　　上記ＰＡＲＣＯＲ係数算出手段は、
　　　モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍと後向き予測誤差ｂｍとの内積を、モ
デル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍで除することによってモデル次数ｍにおけるＰＡ
ＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出するものである
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ＰＡＲＣＯＲ係数算出装置。
【請求項２】
　　　線形予測モデルのモデル次数（以下、単に「モデル次数」という。）がｍ－１にお
ける前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、モデル次数ｍ－１における後向き予測誤差ｂｍ－１およ
びモデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１からモデル次数ｍにおけ
る前向き予測誤差ｂ′ｍを算出する前向き予測誤差更新手段と、
　　　モデル次数ｍ－１における前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、モデル次数ｍ－１における
後向き予測誤差ｂｍ－１およびモデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ

－１からモデル次数ｍにおける後向き予測誤差ｂｍを算出する後向き予測誤差更新手段と
、
　　　モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍおよび後向き予測誤差ｂｍを用いて、
モデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出するＰＡＲＣＯＲ係数算出手段と
を備えたＰＡＲＣＯＲ係数算出装置であって、
　　　前向き予測誤差あるいは後向き予測誤差のいずれか一方のエネルギーに相当するモ
デル次数ｍ－１における予測誤差エネルギーＣｍ－１に、モデル次数ｍ－１におけるＰＡ
ＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１の二乗を１から減じた値を乗じることでモデル次数ｍにお
ける予測誤差エネルギーＣｍを算出し、さらに、モデル次数ｍにおける予測誤差エネルギ
ーＣｍと上記他方の予測誤差のモデル次数ｍにおけるエネルギーとの平均であるモデル次
数ｍにおける平均エネルギーＡｍを算出する平均エネルギー算出手段を備え、
　　　上記ＰＡＲＣＯＲ係数算出手段は、
　　　モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍと後向き予測誤差ｂｍとの内積を、モ
デル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍで除することによってモデル次数ｍにおけるＰＡ
ＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出するものである
ＰＡＲＣＯＲ係数算出装置。
【請求項３】
　　　線形予測モデルのモデル次数（以下、単に「モデル次数」という。）がｍ－１にお
ける前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、モデル次数ｍ－１における後向き予測誤差ｂｍ－１およ
びモデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１からモデル次数ｍにおけ
る前向き予測誤差ｂ′ｍを算出する前向き予測誤差更新手段と、
　　　モデル次数ｍ－１における前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、モデル次数ｍ－１における
後向き予測誤差ｂｍ－１およびモデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ

－１からモデル次数ｍにおける後向き予測誤差ｂｍを算出する後向き予測誤差更新手段と
、
　　　モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍおよび後向き予測誤差ｂｍを用いて、
モデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出するＰＡＲＣＯＲ係数算出手段と
を備えたＰＡＲＣＯＲ係数算出装置であって、
　　　予め設定された条件（以下、「判定条件」という。）を満たすか否かを判定する判
定手段と、
　　　モデル次数ｍ－１における平均エネルギーＡｍ－１に、モデル次数ｍ－１における
ＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１の二乗を１から減じた値を乗ずることでモデル次数ｍ
における平均エネルギーＡｍを算出する平均エネルギー算出手段と、
　　　モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍおよび後向き予測誤差ｂｍの各エネル
ギーの平均（以下、「誤差依存平均エネルギーＢｍ」という。）を算出する誤差依存平均
エネルギー算出手段とを備え、
　　　上記ＰＡＲＣＯＲ係数算出手段は、
　　　モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍと後向き予測誤差ｂｍとの内積を、上
記判定手段の判定結果に応じてモデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍまたは誤差依存
平均エネルギーＢｍで除することによってモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，

ｍを算出することが可能なものである
ＰＡＲＣＯＲ係数算出装置。
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【請求項４】
　　　線形予測モデルのモデル次数（以下、単に「モデル次数」という。）がｍ－１にお
ける前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、モデル次数ｍ－１における後向き予測誤差ｂｍ－１およ
びモデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１からモデル次数ｍにおけ
る前向き予測誤差ｂ′ｍを算出する前向き予測誤差更新手段と、
　　　モデル次数ｍ－１における前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、モデル次数ｍ－１における
後向き予測誤差ｂｍ－１およびモデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ

－１からモデル次数ｍにおける後向き予測誤差ｂｍを算出する後向き予測誤差更新手段と
、
　　　モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍおよび後向き予測誤差ｂｍを用いて、
モデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出するＰＡＲＣＯＲ係数算出手段と
を備えたＰＡＲＣＯＲ係数算出装置であって、
　　　予め設定された条件（以下、「判定条件」という。）を満たすか否かを判定する判
定手段と、
　　　前向き予測誤差あるいは後向き予測誤差のいずれか一方のエネルギーに相当するモ
デル次数ｍ－１における予測誤差エネルギーＣｍ－１に、モデル次数ｍ－１におけるＰＡ
ＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１の二乗を１から減じた値を乗じることでモデル次数ｍにお
ける予測誤差エネルギーＣｍを算出し、さらに、モデル次数ｍにおける予測誤差エネルギ
ーＣｍと上記他方の予測誤差のモデル次数ｍにおけるエネルギーとの平均であるモデル次
数ｍにおける平均エネルギーＡｍを算出する平均エネルギー算出手段と、
　　　モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍおよび後向き予測誤差ｂｍの各エネル
ギーの平均（以下、「誤差依存平均エネルギーＢｍ」という。）を算出する誤差依存平均
エネルギー算出手段とを備え、
　　　上記ＰＡＲＣＯＲ係数算出手段は、
　　　モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍと後向き予測誤差ｂｍとの内積を、上
記判定手段の判定結果に応じてモデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍまたは誤差依存
平均エネルギーＢｍで除することによってモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，

ｍを算出することが可能なものである
ＰＡＲＣＯＲ係数算出装置。
【請求項５】
　　　上記判定条件が、
　　　モデル次数が予め設定した次数であることであり、
　　　上記ＰＡＲＣＯＲ係数算出手段が、
　　　モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍと後向き予測誤差ｂｍとの内積を、モ
デル次数ｍが上記判定条件を満たす場合にはモデル次数ｍにおける誤差依存平均エネルギ
ーＢｍで、モデル次数ｍが上記判定条件を満たさない場合にはモデル次数ｍにおける平均
エネルギーＡｍで除することによってモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを
算出する
請求項３または請求項４に記載のＰＡＲＣＯＲ係数算出装置。
【請求項６】
　　　上記「予め設定した次数」が、
　　　予め定めた閾値以下の次数あるいは当該閾値よりも小さい次数である
請求項５に記載のＰＡＲＣＯＲ係数算出装置。
【請求項７】
　　　線形予測モデルのＰＡＲＣＯＲ係数を、モデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係
数からモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数を求める漸化関係から算出するＰＡＲＣＯ
Ｒ係数算出方法であって、
　　　前向き予測誤差更新部が、モデル次数ｍ－１における前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、
モデル次数ｍ－１における後向き予測誤差ｂｍ－１、モデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣ
ＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１からモデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍを算出する前
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向き予測誤差更新ステップと、
　　　後向き予測誤差更新部が、モデル次数ｍ－１における前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、
モデル次数ｍ－１における後向き予測誤差ｂｍ－１、モデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣ
ＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１からモデル次数ｍにおける後向き予測誤差ｂｍを算出する後向
き予測誤差更新ステップと、
　　　平均エネルギー算出部が、モデル次数ｍ－１における平均エネルギーＡｍ－１に、
モデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１の二乗を１から減じた値を
乗ずることでモデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍを算出する平均エネルギー算出ス
テップと、
　　　ＰＡＲＣＯＲ係数算出部が、モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍと後向き
予測誤差ｂｍとの内積を、モデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍで除することによっ
てモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出するＰＡＲＣＯＲ係数算出ステ
ップと
を有するＰＡＲＣＯＲ係数算出方法。
【請求項８】
　　　線形予測モデルのＰＡＲＣＯＲ係数を、モデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係
数からモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数を求める漸化関係から算出するＰＡＲＣＯ
Ｒ係数算出方法であって、
　　　前向き予測誤差更新部が、モデル次数ｍ－１における前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、
モデル次数ｍ－１における後向き予測誤差ｂｍ－１、モデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣ
ＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１からモデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍを算出する前
向き予測誤差更新ステップと、
　　　後向き予測誤差更新部が、モデル次数ｍ－１における前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、
モデル次数ｍ－１における後向き予測誤差ｂｍ－１、モデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣ
ＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１からモデル次数ｍにおける後向き予測誤差ｂｍを算出する後向
き予測誤差更新ステップと、
　　　平均エネルギー算出部が、前向き予測誤差あるいは後向き予測誤差のいずれか一方
のエネルギーに相当するモデル次数ｍ－１における予測誤差エネルギーＣｍ－１に、モデ
ル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１の二乗を１から減じた値を乗じ
ることでモデル次数ｍにおける予測誤差エネルギーＣｍを算出し、さらに、モデル次数ｍ
における予測誤差エネルギーＣｍと上記他方の予測誤差のモデル次数ｍにおけるエネルギ
ーとの平均であるモデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍを算出する平均エネルギー算
出ステップと、
　　　ＰＡＲＣＯＲ係数算出部が、モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍと後向き
予測誤差ｂｍとの内積を、モデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍで除することによっ
てモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出するＰＡＲＣＯＲ係数算出ステ
ップと
を有するＰＡＲＣＯＲ係数算出方法。
【請求項９】
　　　線形予測モデルのＰＡＲＣＯＲ係数を、モデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係
数からモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数を求める漸化関係から算出するＰＡＲＣＯ
Ｒ係数算出方法であって、
　　　前向き予測誤差更新部が、モデル次数ｍ－１における前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、
モデル次数ｍ－１における後向き予測誤差ｂｍ－１およびモデル次数ｍ－１におけるＰＡ
ＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１からモデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍを算出す
る前向き予測誤差更新ステップと、
　　　後向き予測誤差更新部が、モデル次数ｍ－１における前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、
モデル次数ｍ－１における後向き予測誤差ｂｍ－１およびモデル次数ｍ－１におけるＰＡ
ＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１からモデル次数ｍにおける後向き予測誤差ｂｍを算出する
後向き予測誤差更新ステップと、
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　　　判定部が、予め設定された条件（以下、「判定条件」という。）を満たすか否かを
判定する判定ステップと、
　　　上記判定ステップにおいて判定条件を満たすと判定された場合において、
　　　誤差依存平均エネルギー算出部が、モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍお
よび後向き予測誤差ｂｍの各エネルギーの平均（以下、「誤差依存平均エネルギーＢｍ」
という。）を算出する誤差依存平均エネルギー算出ステップと、
　　　ＰＡＲＣＯＲ係数算出部が、モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍと後向き
予測誤差ｂｍとの内積を、モデル次数ｍにおける誤差依存平均エネルギーＢｍで除するこ
とによってモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出する第１ＰＡＲＣＯＲ
係数算出ステップと、
　　　上記判定ステップにおいて判定条件を満たさないと判定された場合において、
　　　平均エネルギー算出部が、モデル次数ｍ－１における平均エネルギーＡｍ－１に、
モデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１の二乗を１から減じた値を
乗ずることでモデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍを算出する平均エネルギー算出ス
テップと、
　　　上記ＰＡＲＣＯＲ係数算出部が、モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍと後
向き予測誤差ｂｍとの内積を、モデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍで除することに
よってモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出する第２ＰＡＲＣＯＲ係数
算出ステップと
を有するＰＡＲＣＯＲ係数算出方法。
【請求項１０】
　　　線形予測モデルのＰＡＲＣＯＲ係数を、モデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係
数からモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数を求める漸化関係から算出するＰＡＲＣＯ
Ｒ係数算出方法であって、
　　　前向き予測誤差更新部が、モデル次数ｍ－１における前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、
モデル次数ｍ－１における後向き予測誤差ｂｍ－１およびモデル次数ｍ－１におけるＰＡ
ＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１からモデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍを算出す
る前向き予測誤差更新ステップと、
　　　後向き予測誤差更新部が、モデル次数ｍ－１における前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、
モデル次数ｍ－１における後向き予測誤差ｂｍ－１およびモデル次数ｍ－１におけるＰＡ
ＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１からモデル次数ｍにおける後向き予測誤差ｂｍを算出する
後向き予測誤差更新ステップと、
　　　判定部が、予め設定された条件（以下、「判定条件」という。）を満たすか否かを
判定する判定ステップと、
　　　上記判定ステップにおいて判定条件を満たすと判定された場合において、
　　　誤差依存平均エネルギー算出部が、モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍお
よび後向き予測誤差ｂｍの各エネルギーの平均（以下、「誤差依存平均エネルギーＢｍ」
という。）を算出する誤差依存平均エネルギー算出ステップと、
　　　ＰＡＲＣＯＲ係数算出部が、モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍと後向き
予測誤差ｂｍとの内積を、モデル次数ｍにおける誤差依存平均エネルギーＢｍで除するこ
とによってモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出する第１ＰＡＲＣＯＲ
係数算出ステップと、
　　　上記判定ステップにおいて判定条件を満たさないと判定された場合において、
　　　平均エネルギー算出部が、前向き予測誤差あるいは後向き予測誤差のいずれか一方
のエネルギーに相当するモデル次数ｍ－１における予測誤差エネルギーＣｍ－１に、モデ
ル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１の二乗を１から減じた値を乗じ
ることでモデル次数ｍにおける予測誤差エネルギーＣｍを算出し、さらに、モデル次数ｍ
における予測誤差エネルギーＣｍと上記他方の予測誤差のモデル次数ｍにおけるエネルギ
ーとの平均であるモデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍを算出する平均エネルギー算
出ステップと、
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　　　上記ＰＡＲＣＯＲ係数算出部が、モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍと後
向き予測誤差ｂｍとの内積を、モデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍで除することに
よってモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出する第２ＰＡＲＣＯＲ係数
算出ステップと
を有するＰＡＲＣＯＲ係数算出方法。
【請求項１１】
　　　上記判定条件は、
　　　モデル次数が予め設定した次数であることである
請求項９または請求項１０に記載のＰＡＲＣＯＲ係数算出方法。
【請求項１２】
　　　上記「予め設定した次数」が、
　　　予め定めた閾値以下の次数あるいは当該閾値よりも小さい次数である
請求項１１に記載のＰＡＲＣＯＲ係数算出方法。
【請求項１３】
　　　請求項１から請求項６のいずれかに記載されたＰＡＲＣＯＲ係数算出装置としてコ
ンピュータを機能させるためのＰＡＲＣＯＲ係数算出プログラム。
【請求項１４】
　　　請求項１３に記載のＰＡＲＣＯＲ係数算出プログラムを記録した、コンピュータに
読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　信号分析や信号の符号化などに用いられる線形予測分析技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　全極型の線形予測分析の一つとしてＰＡＲＣＯＲ係数を直接求める方法が知られている
。この算出方法は、非特許文献１にＢｕｒｇ法として説明されている。
【０００３】
　Ｂｕｒｇ法の概要を説明する。Ｂｕｒｇ法では、モデル次数ｍ－１の線形予測モデルを
モデル次数ｍの線形予測モデルに拡張することを考える。つまり、Ｂｕｒｇ法では、線形
予測モデルのＰＡＲＣＯＲ係数を、あるモデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数から
当該モデル次数よりも１大きいモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数を求める漸化関係
から算出する。
【０００４】
　与えられたデータをｘ１，ｘ２，・・・，ｘＮとする。このとき、予測誤差フィルター
（モデル次数ｍの線形予測モデル）にデータｘ１，ｘ２，・・・，ｘＮを前向きに通す場
合および後向きに通す場合の平均出力Ｐｍ〔式（１）参照。〕が最小になることを条件と
して採用する。但し、γｍ，ｋ（ｋ＝１，２，・・・，ｍ）はモデル次数ｍの線形予測係
数である。

【数１】

【０００５】
　ここでγｍ，ｋ（ｋ＝１，２，・・・，ｍ）は、式（２）、つまり式（３）で表される
関係がある〔Levinsonアルゴリズム；非特許文献１参照。〕。
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【数２】

【０００６】
　式（２）あるいは式（３）を用いて、式（１）を書き換えると、式（４）を得る。

【数３】

【０００７】
　ここで、ｂ′ｍ，ｉは式（５）で表される。ｂ′ｍ，ｉを前向き予測誤差と呼ぶことに
する。
　また、ｂｍ，ｉは式（６）で表される。ｂｍ，ｉを後向き予測誤差と呼ぶことにする。

【数４】

【０００８】
　なお、前向き予測誤差および後向き予測誤差には式（７）、式（８）で表される関係が
ある〔非特許文献１参照。〕。
【数５】

【０００９】
　このとき、平均出力Ｐｍを最小にするという条件からγｍ，ｍ〔いわゆるＰＡＲＣＯＲ
係数である。〕について式（９）を得る。
【数６】

【００１０】
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　つまりＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍは、前向き予測誤差ｂ′ｍ，ｉ（ｉ＝１，・・・，Ｎ
－ｍ；以下同様。）と後向き予測誤差ｂｍ，ｉの内積〔式（９）の分子に相当する。〕を
、前向き予測誤差ｂ′ｍ，ｉおよび後向き予測誤差ｂｍ，ｉの各エネルギーの平均〔以下
、「平均エネルギー」という。式（９）の分母に相当する。〕で除したものとして表され
る。
　なお、モデル次数ｍ（以下、単に「次数ｍ」ともいう。）のときの線形予測係数γｍ，

ｋ（ｋ＝１，２，・・・，ｍ－１）は式（３）で与えられる。線形予測係数γｍ，ｋ（ｋ
＝ｍ）はＰＡＲＣＯＲ係数として式（９）で与えられる。
【非特許文献１】日野幹雄著、“スペクトル解析”、朝倉書店、１９７９
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　式（７）、式（８）、式（９）から明らかなように、従来のＢｕｒｇ法では、ＰＡＲＣ
ＯＲ係数の次数を１つ増やすごとに２種類の予測誤差ｂ′ｍ，ｉ、ｂｍ，ｉ（ｉ＝１，・
・・，Ｎ－ｍ；以下同様。）の更新、この更新された２種類の予測誤差ｂ′ｍ，ｉ、ｂｍ

，ｉの内積、および、平均エネルギーを計算する必要があり、データ数Ｎと次数ｍに応じ
て処理量が非常に多いという問題があった。
【００１２】
　そこで本発明は、上記の問題点に鑑み、従来のＢｕｒｇ法よりも少ない演算量でＰＡＲ
ＣＯＲ係数を算出するＰＡＲＣＯＲ係数算出装置、方法、プログラム、記録媒体を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記課題を解決するために、本発明は、次のような構成とする。即ち、線形予測モデル
のＰＡＲＣＯＲ係数を、モデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数からモデル次数ｍに
おけるＰＡＲＣＯＲ係数を求める漸化関係から算出するところ、モデル次数ｍ－１におけ
る平均エネルギーＡｍ－１に、モデル次数ｍ－１に応じて定まる値（以下、「更新係数」
という。）を乗ずることでモデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍを算出する平均エネ
ルギー算出手段を備えて、この平均エネルギーＡｍを用いてモデル次数ｍにおけるＰＡＲ
ＣＯＲ係数を算出する。
　つまり、モデル次数ｍ－１における前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、モデル次数ｍ－１にお
ける後向き予測誤差ｂｍ－１およびモデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１

，ｍ－１からモデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍを算出し、モデル次数ｍ－１に
おける前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、モデル次数ｍ－１における後向き予測誤差ｂｍ－１お
よびモデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１からモデル次数ｍにお
ける後向き予測誤差ｂｍを算出する。さらに、モデル次数ｍ－１における平均エネルギー
Ａｍ－１に、モデル次数ｍ－１に応じて定まる値（更新係数）を乗ずることでモデル次数
ｍにおける平均エネルギーＡｍを算出する。そして、モデル次数ｍにおける前向き予測誤
差ｂ′ｍと後向き予測誤差ｂｍとの内積を、モデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍで
除することによってモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出する。
　従来のＢｕｒｇ法では、モデル次数を１つ大きくするたびに平均エネルギー〔式（９）
の分母に相当する。〕を求めていたが、上記のように、モデル次数ｍ－１における平均エ
ネルギーＡｍ－１に、モデル次数ｍ－１に応じて定まる値（更新係数）を乗ずることでモ
デル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍを算出する。つまり、モデル次数ｍにおける平均
エネルギーＡｍは、モデル次数ｍ－１における平均エネルギーＡｍ－１に依存するという
近似を行う。
【００１４】
　あるいは、次のようにしてＰＡＲＣＯＲ係数を算出するとしてもよい。即ち、線形予測
モデルのＰＡＲＣＯＲ係数を、モデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数からモデル次
数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数を求める漸化関係から算出するところ、予め設定された条
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件（以下、「判定条件」という。）を満たすか否かを判定する判定手段と、モデル次数ｍ
－１における平均エネルギーＡｍ－１に、モデル次数ｍ－１に応じて定まる値（更新係数
）を乗ずることでモデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍを算出する平均エネルギー算
出手段と、モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍおよび後向き予測誤差ｂｍの各エ
ネルギーの平均（以下、「誤差依存平均エネルギーＢｍ」という。）を算出する誤差依存
平均エネルギー算出手段とを備えて、モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍと後向
き予測誤差ｂｍとの内積を、判定手段の判定結果に応じてモデル次数ｍにおける平均エネ
ルギーＡｍまたは誤差依存平均エネルギーＢｍで除することによってモデル次数ｍにおけ
るＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出することを可能とする。
　つまり、モデル次数ｍ－１における前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、モデル次数ｍ－１にお
ける後向き予測誤差ｂｍ－１およびモデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１

，ｍ－１からモデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍを算出し、モデル次数ｍ－１に
おける前向き予測誤差ｂ′ｍ－１、モデル次数ｍ－１における後向き予測誤差ｂｍ－１お
よびモデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１からモデル次数ｍにお
ける後向き予測誤差ｂｍを算出する。そして、判定条件を満たすか否かを判定して、判定
条件を満たすと判定された場合、次のようにしてＰＡＲＣＯＲ係数の算出を行う。モデル
次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍおよび後向き予測誤差ｂｍの各エネルギーの平均（
誤差依存平均エネルギーＢｍ）を算出する。次いで、モデル次数ｍにおける前向き予測誤
差ｂ′ｍと後向き予測誤差ｂｍとの内積を、モデル次数ｍにおける誤差依存平均エネルギ
ーＢｍで除することによってモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出する
。また、判定条件を満たさないと判定された場合は、次のようにしてＰＡＲＣＯＲ係数の
算出を行う。モデル次数ｍ－１における平均エネルギーＡｍ－１に、モデル次数ｍ－１に
応じて定まる値（更新係数）を乗ずることでモデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍを
算出する。次いで、モデル次数ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍと後向き予測誤差ｂｍと
の内積を、モデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍで除することによってモデル次数ｍ
におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出する。
　このように、判定条件の成否に応じて従来のＢｕｒｇ法によるＰＡＲＣＯＲ係数の算出
と、平均エネルギーの近似に拠るＰＡＲＣＯＲ係数の算出とを組み合わせてもよい。
【００１５】
　なお、平均エネルギーＡｍの算出については、前向き予測誤差あるいは後向き予測誤差
のいずれか一方のエネルギーに相当するモデル次数ｍ－１における予測誤差エネルギーＣ

ｍ－１にモデル次数ｍ－１に応じて定まる値（更新係数）を乗じることでモデル次数ｍに
おける予測誤差エネルギーＣｍを算出し、さらに、モデル次数ｍにおける予測誤差エネル
ギーＣｍと上記他方の予測誤差のモデル次数ｍにおけるエネルギーとの平均であるモデル
次数ｍにおける平均エネルギーＡｍを算出する構成に置換することもできる。
　このように、前向き予測誤差あるいは後向き予測誤差のいずれか一方のエネルギーに相
当する予測誤差エネルギーについて、更新係数を乗じる近似を行う。
【００１６】
　上記の判定条件を、モデル次数が予め設定した次数であることとした場合、モデル次数
ｍにおける前向き予測誤差ｂ′ｍと後向き予測誤差ｂｍとの内積を、モデル次数ｍが当該
判定条件を満たす場合にはモデル次数ｍにおける誤差依存平均エネルギーＢｍで、モデル
次数ｍが当該判定条件を満たさない場合にはモデル次数ｍにおける平均エネルギーＡｍで
除することによってモデル次数ｍにおけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍを算出する。つまり
、予め設定したモデル次数で、従来のＢｕｒｇ法によるＰＡＲＣＯＲ係数の算出とする。
　また、「予め設定した次数」を、予め定めた閾値以下の次数あるいは当該閾値よりも小
さい次数であるとしてもよい。つまり、低次のモデル次数では、従来のＢｕｒｇ法による
ＰＡＲＣＯＲ係数の算出とする。
　このような判定条件を導入することで、近似誤差の累積を防止、あるいは、低次のモデ
ル次数におけるＰＡＲＣＯＲ係数の精度劣化を防止する。
【００１７】
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　上記の更新係数は、１から、モデル次数ｍ－１におけるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ

－１の二乗を減じたものであるとしてもよい。この根拠は後述する。
【００１８】
　また、本発明のＰＡＲＣＯＲ係数算出装置としてコンピュータを機能させるＰＡＲＣＯ
Ｒ係数算出プログラムによって、コンピュータをＰＡＲＣＯＲ係数算出装置として作動処
理させることができる。そして、このＰＡＲＣＯＲ係数算出プログラムを記録した、コン
ピュータに読み取り可能なプログラム記録媒体によって、他のコンピュータをＰＡＲＣＯ
Ｒ係数算出装置として機能させることや、ＰＡＲＣＯＲ係数算出プログラムを流通させる
ことなどが可能になる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、ＰＡＲＣＯＲ係数の算出のための平均エネルギーを近似算出するので
、ＰＡＲＣＯＲ係数算出の演算量を削減できる。特にモデル次数の高い場合やデータ数が
多い場合などに効果が大きい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
《平均エネルギーの近似算出》
　本発明の要旨は、式（９）の分母に相当する平均エネルギーを近似算出することでＰＡ
ＲＣＯＲ係数算出の演算量を低減することにある。そこで、平均エネルギーの近似算出に
ついて説明する。
【００２１】
　式（７）および式（８）で表される予測誤差の更新は、各予測誤差を減少させる方向に
作用する。そこで、更新後の前向き予測誤差は、更新前の前向き予測誤差および更新前の
後向き予測誤差に依存し、更新後の後向き予測誤差は、更新前の前向き予測誤差および更
新前の後向き予測誤差に依存することに着目して、前向き予測誤差および後向き予測誤差
の各エネルギーがほぼ等しくなること期待され、これらが一致するという近似を考える。
この場合、平均エネルギーＡｍは式（１０）の如く近似表現することができる。ここで、
Ｅ[・]は期待値を表す。つまり、平均エネルギーＡｍはＥ[ｂｍ，ｉ

２]に比例する。

【数７】

【００２２】
　ところでＥ[ｂｍ，ｉ

２]には式（１１）で表される関係がある〔上記非特許文献１参照
。〕。

【数８】

【００２３】
　式（１０）および式（１１）から、平均エネルギーＡｍについて式（１２）で表される
関係を得る。但し、この関係は近似のものである。

【数９】
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【００２４】
　式（９）は、式（１２）を用いて式（１３）に書き改められる。
【数１０】

【００２５】
　従前のＢｕｒｇ法では、ｍ次の平均エネルギーＡｍを前向き予測誤差および後向き予測
誤差から逐次求めていた。即ち、前向き予測誤差および後向き予測誤差の各２乗の総和計
算〔式（９）参照。〕をしていた。
　これに対して、本発明の要旨である式（１２）に拠れば、ｍ次の平均エネルギーＡｍを
ｍ－１次の平均エネルギーＡｍ－１とｍ－１次のＰＡＲＣＯＲ係数から求めることができ
る。
【００２６】
　Ｂｕｒｇ法は、次数ｍ－１の線形予測モデルを次数ｍの線形予測モデルに拡張するもの
であるところ、ｍ－１次の平均エネルギーＡｍ－１とｍ－１次のＰＡＲＣＯＲ係数は（ｍ
次のＰＡＲＣＯＲ係数を求める段階で）既知である。従って、式（１２）で表されるよう
に、１個の減算と２個の乗算でｍ次の平均エネルギーＡｍを得ることができる。この演算
量の低減は、ｍ次のＰＡＲＣＯＲ係数の算出に要する演算量の低減に直結する〔式（１３
）参照。〕。
【００２７】
《第１実施形態》
　本発明の第１実施形態について、図面を参照しながら説明する。
＜第１実施形態のＰＡＲＣＯＲ係数算出装置＞
　図１に例示するように、ＰＡＲＣＯＲ係数算出装置（１）は、キーボードなどが接続可
能な入力部（１１）、液晶ディスプレイなどが接続可能な出力部（１２）、ＣＰＵ（Cent
ral Processing Unit;１４）〔キャッシュメモリなどを備えていてもよい。〕、メモリで
あるＲＡＭ（Random Access Memory）（１５）、ＲＯＭ（Read Only Memory）（１６）や
ハードディスクである外部記憶装置（１７）、並びにこれらの入力部（１１）、出力部（
１２）、ＣＰＵ（１４）、ＲＡＭ（１５）、ＲＯＭ（１６）、外部記憶装置（１７）間の
データのやり取りが可能なように接続するバス（１８）などを備えている。また必要に応
じて、ＰＡＲＣＯＲ係数算出装置（１）に、ＣＤ－ＲＯＭなどの記憶媒体を読み書きでき
る装置（ドライブ）などを設けるとしてもよい。このようなハードウェア資源を備えた物
理的実体としては、汎用コンピュータなどがある。
【００２８】
　ＰＡＲＣＯＲ係数算出装置（１）の外部記憶装置（１７）には、ＰＡＲＣＯＲ係数算出
のためのプログラムおよびこのプログラムの処理において必要となるデータなどが保存記
憶されている。また、これらのプログラムの処理によって得られるデータなどは、ＲＡＭ
（１５）などに適宜に保存記憶される。
【００２９】
　また、外部記憶装置（１７）には、信号を所定の時間間隔で標本化した時間離散信号ｘ

１，ｘ２，・・・，ｘＮがデータとして保存記憶されているとする。各実施形態で扱う信
号は、人の音声、音楽、騒音・雑音などの音響信号とする。勿論、音響信号に限定されず
、例えば生体信号などでもよい。
　時間離散信号ｘ１，ｘ２，・・・，ｘＮが予め外部記憶装置（１７）に保存記憶される
構成とするのではなく、例えば、ＣＤ－ＲＯＭなどの記憶媒体から時間離散信号ｘ１，ｘ

２，・・・，ｘＮを読み込み外部記憶装置（１７）に保存記憶する構成でも、あるいは、
ＰＡＲＣＯＲ係数算出装置（１）がマイクロフォンを備えるとし、このマイクロフォンで
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得られた収音信号をＡ／Ｄ変換して時間離散信号ｘ１，ｘ２，・・・，ｘＮを得る構成と
することなどが考えられる。いずれにしても、収音信号から音響信号へのＡ／Ｄ変換など
を実行するために必要となる構成要素（手段）や記録媒体からのデータ提供技術は、公知
技術の常套手段によって達成されるから、説明および図示を略する。
【００３０】
　また外部記憶装置（１７）には、時間離散信号ｘ１，ｘ２，・・・，ｘＮから初期値を
設定するためのプログラム、ＰＡＲＣＯＲ係数を算出するためのプログラム、前向き予測
誤差を更新するためのプログラム、後向き予測誤差を更新するためのプログラム、平均エ
ネルギーＡｍを算出するためのプログラムが保存記憶されている。その他、これらのプロ
グラムに基づく処理を制御するための制御プログラムも適宜に保存しておく。
【００３１】
　ＰＡＲＣＯＲ係数算出装置（１）では、外部記憶装置（１７）に記憶された各プログラ
ムとこの各プログラムの処理に必要なデータが必要に応じてＲＡＭ（１５）に読み込まれ
て、ＣＰＵ（１４）で解釈実行・処理される。この結果、ＣＰＵ（１４）が所定の機能（
初期値設定部、ＰＡＲＣＯＲ係数算出部、前向き予測誤差更新部、後向き予測誤差更新部
、平均エネルギー算出部、制御部）を実現することでＰＡＲＣＯＲ係数の算出が実現され
る。
【００３２】
＜第１実施形態のＰＡＲＣＯＲ係数算出処理＞
　次に、図２から図５を参照して、ＰＡＲＣＯＲ係数算出装置（１）におけるＰＡＲＣＯ
Ｒ係数算出処理の流れを叙述的に説明する。ＰＡＲＣＯＲ係数算出処理の説明では、Ｂｕ
ｒｇ法が次数ｍ－１の線形予測モデルを次数ｍの線形予測モデルに拡張するものであるか
ら、まず、１次（ｍ＝１）の場合の処理を説明し、次に、１次から２次に拡張する場合の
処理を説明し、次いで、ｍ－１次からｍ次に拡張する場合の処理を説明する（つまり、い
わゆる数学的帰納法に類似の説明とする。）。この実施形態では、Ｍ次の線形予測モデル
のＰＡＲＣＯＲ係数を算出する。
【００３３】
[ｍ＝１の場合]
　まず、初期値設定部（１４０）は、外部記憶装置（１７）から時間離散信号ｘ１，ｘ２

，・・・，ｘＮを読み込み、ｍ＝１として前向き予測誤差ｂ′１，ｉ＝ｘｉ、後向き予測
誤差ｂ１，ｉ＝ｘｉ＋１、平均エネルギーＡ１＝ｘ１

２＋ｘ２
２＋・・・＋ｘＮ

２に初期
値設定し、ｂ′１，ｉ、ｂ１，ｉ、Ａ１それぞれをＲＡＭ（１５）の所定の格納領域に格
納する（ステップＳ１）。以後、「ＲＡＭから○○を読み込む」旨の説明をした場合は、
「ＲＡＭにおいて○○が格納されている所定の格納領域から○○を読み込む」ことを意味
するとする。
　ここで添え字ｉは、特定の或る値を示すのではなく、式（１３）のインデックスｉに相
当することに留意しなければならない〔以下同様である。また、図中の添え字ｉについて
も同様である。〕。つまり、インデックスｉが取り得る値の個数に相当する個数のデータ
が存在する。
【００３４】
　次に、ＰＡＲＣＯＲ係数算出部（１４１）は、ＲＡＭ（１５）からｂ′１，ｉ、ｂ１，

ｉ、Ａ１それぞれを読み込み、式（１３）の演算を行って１次のＰＡＲＣＯＲ係数γ１，

１を算出し、ＰＡＲＣＯＲ係数γ１，１をＲＡＭ（１５）の所定の格納領域に格納する（
ステップＳ２）。
【００３５】
　ステップＳ２に続いて、制御部（１９０）は、ｍ＝Ｍの成否を判定する（ステップＳ３
ａ）。ｍ≠Ｍであれば、制御部（１９０）は、１次から２次への拡張の処理を行うように
制御する。ｍ＝Ｍであれば、制御部（１９０）は、ＰＡＲＣＯＲ係数算出処理を終了する
ように制御する。Ｍ＞１とすると、この段階ではｍ＝１であるから１次から２次への拡張
の処理を行う。
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　なお、Ｍ＝１の場合であれば、所望のＰＡＲＣＯＲ係数は１次のＰＡＲＣＯＲ係数γ１

，１であり、この段階で終了できる。
【００３６】
[１次から２次への拡張]
　制御部（１９０）は、現在のｍに１を加えた値を新たなｍとする（ステップＳ４）。つ
まり、この段階では制御部（１９０）は、ｍ＝２として以下の処理を行う制御をする。
【００３７】
　まず、前向き予測誤差更新部（１４２）は、ＲＡＭ（１５）からｂ′１，ｉ＋１、ｂ１

，ｉ＋１、γ１，１それぞれを読み込み、式（８）の演算を行って２次の前向き予測誤差
ｂ′２，ｉを算出し、前向き予測誤差ｂ′２，ｉをＲＡＭ（１５）の所定の格納領域に格
納する（ステップＳ５）。
【００３８】
　次に、後向き予測誤差更新部（１４３）は、ＲＡＭ（１５）からｂ′１，ｉ、ｂ１，ｉ

、γ１，１それぞれを読み込み、式（７）の演算を行って２次の後向き予測誤差ｂ２，ｉ

を算出し、後向き予測誤差ｂ２，ｉをＲＡＭ（１５）の所定の格納領域に格納する（ステ
ップＳ６）。
【００３９】
　次に、平均エネルギー算出部（１４５）は、ＲＡＭ（１５）からＡ１、γ１，１それぞ
れを読み込み、式（１２）の演算を行って２次の平均エネルギーＡ２を算出し、平均エネ
ルギーＡ２をＲＡＭ（１５）の所定の格納領域に格納する（ステップＳ７）。
【００４０】
　次に、ＰＡＲＣＯＲ係数算出部（１４１）は、ＲＡＭ（１５）からｂ′２，ｉ、ｂ２，

ｉ、Ａ２それぞれを読み込み、式（１３）の演算を行って２次のＰＡＲＣＯＲ係数γ２，

２を算出し、ＰＡＲＣＯＲ係数γ２，２をＲＡＭ（１５）の所定の格納領域に格納する（
ステップＳ８）。
【００４１】
　必要に応じて、ステップＳ８の処理に続いて、線形予測係数γ２，１を算出することが
できる。この場合、線形予測係数算出部（１４６）は、ＲＡＭ（１５）からγ１，１、γ

２，２それぞれを読み込み、式（３）の演算を行って線形予測係数γ２，１を算出し、線
形予測係数γ２，１をＲＡＭ（１５）の所定の格納領域に格納する（ステップＳ９）。な
お、線形予測係数算出部（１４６）は、ＰＡＲＣＯＲ係数から線形予測係数を算出するた
めのプログラムをＣＰＵ（１４）が解釈・実行することで実現する。
【００４２】
　この段階では、２次のＰＡＲＣＯＲ係数γ２，２、２次に更新された前向き予測誤差ｂ
′２，ｉ、２次に更新された後向き予測誤差ｂ２，ｉ、２次の平均エネルギーＡ２がＲＡ
Ｍ（１５）に格納されている（必要に応じて線形予測係数γ２，１も格納されている。）
。
【００４３】
　ステップＳ８の処理（必要に応じてステップＳ９の処理を実行した場合は、ステップＳ
９の処理）に続いて、ステップＳ３ａと同様の処理を行う。即ち、制御部（１９０）は、
ｍ＝Ｍの成否を判定する（ステップＳ３ｂ）。ｍ≠Ｍであれば、制御部（１９０）は、２
次から３次への拡張の処理を行うように制御する。ｍ＝Ｍであれば、制御部（１９０）は
、ＰＡＲＣＯＲ係数算出処理を終了するように制御する。
　このようにｍ≠Ｍであれば１つ大きい次数への拡張を行うから、以下では、ｍ－１次か
らｍ次への拡張の場合に一般化して説明する。
【００４４】
　ここで留意しなければならないことは、ｍ－１次のＰＡＲＣＯＲ係数を算出した段階で
、ＲＡＭ（１５）には、ｍ－１次のＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１，ｍ－１、ｍ－１次に更新
された前向き予測誤差ｂ′ｍ－１，ｉ、ｍ－１次に更新された後向き予測誤差ｂｍ－１，

ｉ、ｍ－１次の平均エネルギーＡｍ－１が格納されている〔必要に応じて、ｍ－２個の線
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形予測係数γｍ－１，ｋ（ｋ＝１，２，・・・，ｍ－２）も格納されている。〕。
【００４５】
[ｍ－１次からｍ次への拡張]
　制御部（１９０）は、現在のｍに１を加えた値を新たなｍとして（ステップＳ４）、以
下の処理を行う制御をする。
【００４６】
　まず、前向き予測誤差更新部（１４２）は、ＲＡＭ（１５）からｂ′ｍ－１，ｉ＋１、
ｂｍ－１，ｉ＋１、γｍ－１，ｍ－１それぞれを読み込み、式（８）の演算を行ってｍ次
の前向き予測誤差ｂ′ｍ，ｉを算出し、前向き予測誤差ｂ′ｍ，ｉをＲＡＭ（１５）の所
定の格納領域に格納する（ステップＳ５）。
【００４７】
　次に、後向き予測誤差更新部（１４３）は、ＲＡＭ（１５）からｂ′ｍ－１，ｉ、ｂｍ

－１，ｉ、γｍ－１，ｍ－１それぞれを読み込み、式（７）の演算を行ってｍ次の後向き
予測誤差ｂｍ，ｉを算出し、後向き予測誤差ｂｍ，ｉをＲＡＭ（１５）の所定の格納領域
に格納する（ステップＳ６）。
【００４８】
　次に、平均エネルギー算出部（１４５）は、ＲＡＭ（１５）からＡｍ－１、γｍ－１，

ｍ－１それぞれを読み込み、式（１２）の演算を行ってｍ次の平均エネルギーＡｍを算出
し、平均エネルギーＡｍをＲＡＭ（１５）の所定の格納領域に格納する（ステップＳ７）
。
【００４９】
　次に、ＰＡＲＣＯＲ係数算出部（１４１）は、ＲＡＭ（１５）からｂ′ｍ，ｉ、ｂｍ，

ｉ、Ａｍそれぞれを読み込み、式（１３）の演算を行ってｍ次のＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，

ｍを算出し、ＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍをＲＡＭ（１５）の所定の格納領域に格納する（
ステップＳ８）。
【００５０】
　必要に応じて、ステップＳ８の処理に続いて、線形予測係数γｍ，ｋ（ｋ＝１，２，・
・・，ｍ－１）を算出することができる。この場合、線形予測係数算出部（１４６）は、
ＲＡＭ（１５）からγｍ－１，ｋ（ｋ＝１，２，・・・，ｍ－２）、γｍ－１，ｍ－１、
γｍ，ｍそれぞれを読み込み、式（３）の演算を行ってｍ－１個の線形予測係数γｍ，ｋ

（ｋ＝１，２，・・・，ｍ－１）を算出し、ｍ－１個の線形予測係数γｍ，ｋ（ｋ＝１，
２，・・・，ｍ－１）をＲＡＭ（１５）の所定の格納領域に格納する（ステップＳ９）。
【００５１】
　この段階では、ｍ次のＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍ、ｍ次に更新された前向き予測誤差ｂ
′ｍ，ｉ、ｍ次に更新された後向き予測誤差ｂｍ，ｉ、ｍ次の平均エネルギーＡｍがＲＡ
Ｍ（１５）に格納されている〔必要に応じてｍ－１個の線形予測係数γｍ，ｋ（ｋ＝１，
２，・・・，ｍ－１）も格納されている。〕。
【００５２】
　ステップＳ８の処理（必要に応じてステップＳ９の処理を実行した場合は、ステップＳ
９の処理）に続いて、ステップＳ３ａと同様の処理を行う。即ち、制御部（１９０）は、
ｍ＝Ｍを判定する（ステップＳ３ｂ）。ｍ≠Ｍであれば、制御部（１９０）は、ｍ次から
ｍ＋１次への拡張の処理〔実質は、上記説明のｍ－１次からｍ次への拡張に他ならない。
〕を行うように制御する。ｍ＝Ｍであれば、制御部（１９０）は、ＰＡＲＣＯＲ係数算出
処理を終了するように制御する。
【００５３】
　ｍ＝Ｍが成立したとき、ＲＡＭ（１５）には、Ｍ次のＰＡＲＣＯＲ係数γＭ，Ｍ、Ｍ次
に更新された前向き予測誤差ｂ′Ｍ，ｉ、Ｍ次に更新された後向き予測誤差ｂＭ，ｉ、Ｍ
次の平均エネルギーＡＭが格納されている〔必要に応じてＭ－１個の線形予測係数γＭ，

ｋ（ｋ＝１，２，・・・，Ｍ－１）も格納されている。〕。このＰＡＲＣＯＲ係数γＭ，

Ｍは、制御部（１９０）の制御によって外部記憶装置（１７）に保存記憶される。
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【００５４】
＜第１実施形態の変形例＞
　上記第１実施形態では、平均エネルギーＡｍを式（１２）に従って算出した。ところで
、式（１２）の導出過程、つまり、式（１０）、式（１１）からも明らかなように、ｍ次
の平均エネルギーＡｍを、次のようにして求めることも可能である。即ち、ｍ次の前向き
予測誤差エネルギーＣｍを式（１２）の如くｍ－１次における前向き予測誤差エネルギー
Ｃｍ－１およびＰＡＲＣＯＲ係数から近似算出し、このｍ次の前向き予測誤差エネルギー
Ｃｍとｍ次の後向き予測誤差エネルギーとの平均エネルギーとしてｍ次の平均エネルギー
Ａｍを算出する。具体的には、平均エネルギーＡｍを式（１４）によって算出する。
【数１１】

【００５５】
　このとき、ｍ次のＰＡＲＣＯＲ係数は、式（１５）で与えられる。
【数１２】

【００５６】
　もちろん、ｍ次の後向き予測誤差エネルギーを式（１２）の如くｍ－１次における後向
き予測誤差エネルギーおよびＰＡＲＣＯＲ係数から近似算出し、このｍ次の後向き予測誤
差エネルギーとｍ次の前向き予測誤差エネルギーとの平均エネルギーとしてｍ次の平均エ
ネルギーＡｍを算出するとしてもよい。
【００５７】
　この第１実施形態の変形例では、第１実施形態のステップＳ７の処理が次のように変更
される（図６および図７参照。）。
　即ち、平均エネルギー算出部（１４５）は、ＲＡＭ（１５）からｍ－１次の前向き予測
誤差エネルギーＣｍ－１、ｍ次の後向き予測誤差係数ｂｍ，ｉ、ｍ－１次のＰＡＲＣＯＲ
係数γｍ－１，ｍ－１それぞれを読み込み、式（１４）の演算を行ってｍ次の平均エネル
ギーＡｍおよびｍ次の前向き予測誤差エネルギーＣｍを算出し、平均エネルギーＡｍおよ
び前向き予測誤差エネルギーＣｍをＲＡＭ（１５）の所定の格納領域に格納する（ステッ
プＳ７ｓ）。
【００５８】
　以下、第２実施形態および第３実施形態について説明する。いずれも第１実施形態ある
いは第１実施形態の変形例に対する改良的形態であるが、説明の便宜から第１実施形態を
改良するものとして説明する。
　第２実施形態および第３実施形態は、予め設定した条件（判定条件）を満たすか否かに
応じて、本発明の如き近似を行うことなく従前のＢｕｒｇ法に拠ってＰＡＲＣＯＲ係数の
算出を行う場合を導入する形態である。
【００５９】
《第２実施形態》
　本発明の第２実施形態について、図面を参照しながら説明する。
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＜第２実施形態の概要＞
　第１実施形態では、式（１２）の近似を用いて平均エネルギーＡｍを算出した。しかし
、次数が低いときには近似誤差が問題となる、つまり、精度の低い線形予測モデルになっ
てしまう場合があるので、第２実施形態では、ある次数Ｍａ以上〔例えばＭａは４から１
０程度の値とする。〕から式（１２）の近似を用いて平均エネルギーＡｍを算出するよう
にする。つまり、ある次数Ｍａ未満では、従来のＢｕｒｇ法によってＰＡＲＣＯＲ係数を
算出する。
【００６０】
＜第２実施形態のＰＡＲＣＯＲ係数算出装置＞
　第２実施形態のＰＡＲＣＯＲ係数算出装置は、第１実施形態のＰＡＲＣＯＲ係数算出装
置（１）と同様のハードウェア構成であり、第１実施形態と異なる部分について説明を行
う。
　第２実施形態では、外部記憶装置（１７）に、第１実施形態のプログラムに加え、従来
のＢｕｒｇ法における誤差依存平均エネルギーＢｍ〔式（１６）参照。〕を算出するため
のプログラムも保存記憶されている。また、制御プログラムは、現在の次数がある次数Ｍ
ａ－１に等しいか否かを判定して、この判定結果に基づき各プログラムに基づく処理を制
御することができるものとする。次数Ｍａは、外部記憶装置（１７）に保存記憶されてい
る。なお、式（１６）で与えられる誤差依存平均エネルギーＢｍの初期値Ｂ１は、式（７
）（８）の但書きを用いて与えればよい。
【数１３】

【００６１】
　第２実施形態のＰＡＲＣＯＲ係数算出装置（１）では、外部記憶装置（１７）に記憶さ
れた各プログラムとこの各プログラムの処理に必要なデータが必要に応じてＲＡＭ（１５
）に読み込まれて、ＣＰＵ（１４）で解釈実行・処理される。この結果、ＣＰＵ（１４）
が所定の機能（初期値設定部、ＰＡＲＣＯＲ係数算出部、前向き予測誤差更新部、後向き
予測誤差更新部、平均エネルギー算出部、誤差依存平均エネルギー算出部、制御部）を実
現することでＰＡＲＣＯＲ係数の算出が実現される。なお、制御部は、現在の次数がある
次数Ｍａ－１に等しいか否かを判定する判定手段としても機能する。
【００６２】
＜第２実施形態のＰＡＲＣＯＲ係数算出処理＞
　次に、図８および図９を参照して、第２実施形態におけるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理の
流れを叙述的に説明する。ここでは、第１実施形態におけるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理の
流れと異なる部分について説明を行う。
【００６３】
　第２実施形態におけるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理では、第１実施形態におけるステップ
Ｓ３ａの処理でｍ≠Ｍの場合に次のステップＳ１０ａの処理を行う。
　即ち、制御部（１９０）は、ｍ＝Ｍａ－１の成否を判定する（ステップＳ１０ａ）。ｍ
＝Ｍａ－１であれば、制御部（１９０）は、第１実施形態で説明したステップＳ４以降の
処理〔ステップＳ４～Ｓ８、Ｓ３ｂ、必要に応じてＳ９の各処理〕を行うように制御する
。ｍ≠Ｍａ－１であれば、制御部（１９０）は、後述するステップＳ４ｒ以降の処理を行
うように制御する。
【００６４】
　ステップＳ１０ａの処理において、ｍ≠Ｍａ－１であった場合、ステップＳ４ｒの処理
を行う。このステップＳ４ｒの処理は、第１実施形態で説明したステップＳ４の処理と同
じである。
【００６５】
　続いて、ステップＳ５ｒの処理を行う。このステップＳ５ｒの処理は、第１実施形態で



(17) JP 4733552 B2 2011.7.27

10

20

30

40

50

説明したステップＳ５の処理と同じである。
【００６６】
　続いて、ステップＳ６ｒの処理を行う。このステップＳ６ｒの処理は、第１実施形態で
説明したステップＳ６の処理と同じである。
【００６７】
　続いて、ステップＳ７ｒの処理を行う。即ち、誤差依存平均エネルギー算出部（１４８
）は、ＲＡＭ（１５）からｂｍ，ｉ、ｂ′ｍ，ｉそれぞれを読み込み、式（１６）の演算
を行ってｍ次の誤差依存平均エネルギーＢｍを算出し、誤差依存平均エネルギーＢｍをＲ
ＡＭ（１５）の所定の格納領域に格納する（ステップＳ７ｒ）。
【００６８】
　次に、ＰＡＲＣＯＲ係数算出部（１４１）は、ＲＡＭ（１５）からｂ′ｍ，ｉ、ｂｍ，

ｉ、Ｂｍそれぞれを読み込み、式（９）の演算を行ってｍ次のＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍ

を算出し、ＰＡＲＣＯＲ係数γｍ，ｍをＲＡＭ（１５）の所定の格納領域に格納する（ス
テップＳ８ｒ）。
【００６９】
　次に、必要に応じてステップＳ９ｒの処理を行う。このステップＳ９ｒの処理は、第１
実施形態で説明したステップＳ９の処理と同様である。
【００７０】
　ステップＳ８ｒの処理（必要に応じてステップＳ９ｒの処理を実行した場合は、ステッ
プＳ９ｒの処理）に続いて、ステップＳ３ｒの処理を行う。このステップＳ３ｒの処理は
、第１実施形態で説明したステップＳ３ａあるいはステップＳ３ｂの処理と同様である。
具体的には、制御部（１９０）は、ｍ＝Ｍを判定する（ステップＳ３ｒ）。ｍ≠Ｍであれ
ば、制御部（１９０）は、後述するステップＳ１０ｂの処理を行うように制御する。ｍ＝
Ｍであれば、制御部（１９０）は、ＰＡＲＣＯＲ係数算出処理を終了するように制御する
。
【００７１】
　ステップＳ３ｒの処理でｍ≠Ｍであれば、制御部（１９０）は、ｍ＝Ｍａ－１の成否を
判定する（ステップＳ１０ｂ）。ｍ≠Ｍａ－１であれば、制御部（１９０）は、上記説明
したステップＳ４ｒ以降の処理〔ステップＳ４ｒ～Ｓ８ｒ、Ｓ３ｒ、Ｓ１０ｂ、必要に応
じてＳ９ｒの各処理〕を行うように制御する。ｍ＝Ｍａ－１であれば、制御部（１９０）
は、第１実施形態で説明したステップＳ４以降の処理〔ステップＳ４～Ｓ８、Ｓ３ｂ、必
要に応じてＳ９の各処理〕を行うように制御する。
　なお、ステップＳ１０ｂの処理でｍ＝Ｍａ－１と判定された後、ステップＳ４の処理で
ｍ＝Ｍａに設定されたときのステップＳ７の処理で用いられる平均エネルギーＡｍ－１は
、直近のステップＳ７ｒの処理で算出された誤差依存平均エネルギーＢｍ－１である。ま
た、当該ステップＳ７の処理で用いられるＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１、ｍ－１は、直近の
ステップＳ８ｒの処理で算出されたＰＡＲＣＯＲ係数γｍ－１、ｍ－１である。
【００７２】
＜第２実施形態の別形態＞
　第２実施形態においてステップＳ４ｒ、Ｓ５ｒ、Ｓ６ｒ、Ｓ１０ｂの処理がそれぞれ、
ステップＳ４、Ｓ５、Ｓ６、Ｓ１０ａの処理と同じであるから、第２実施形態の別形態を
下記のようなＰＡＲＣＯＲ係数算出処理の流れとすることができる。ここでは、図１０を
参照して、第１実施形態におけるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理の流れと異なる部分について
説明を行う。
【００７３】
　第２実施形態の別形態におけるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理では、第１実施形態における
ステップＳ６の処理に続いて次のステップＳ１０ｃの処理を行う。
　即ち、制御部（１９０）は、ｍ＝Ｍａの成否を判定する（ステップＳ１０ｃ）。第２実
施形態と異なりｍ＝Ｍａの成否を判定しているのは、ステップＳ１０ｃの処理をステップ
Ｓ４の処理の後に行っているからである。ｍ＝Ｍａであれば、制御部（１９０）は、第１
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実施形態で説明したステップＳ７以降の処理〔ステップＳ７、Ｓ８、Ｓ３ｂ、必要に応じ
てＳ９の各処理〕を行うように制御する。ｍ≠Ｍａであれば、制御部（１９０）は、上述
したステップＳ７ｒ以降の処理〔ステップＳ７ｒ、Ｓ８ｒ、Ｓ３ｒ、必要に応じてＳ９の
各処理〕を行うように制御する。
　なお、第２実施形態ではステップＳ３ｒの処理においてｍ≠Ｍの場合にステップＳ１０
ｂの処理を行うとしたが、第２実施形態の別形態では、ステップＳ３ｒの処理においてｍ
≠Ｍの場合にステップＳ４以降の処理を行う（図１０参照。）。
【００７４】
《第３実施形態》
　本発明の第３実施形態について、図面を参照しながら説明する。
＜第３実施形態の概要＞
　第１実施形態では、式（１２）の近似を用いて平均エネルギーＡｍを算出した。これに
対して近似誤差の累積を防止する観点から、第３実施形態では、ｈ回に１回〔例えばｈは
４から１０程度の値とする。〕、従来のＢｕｒｇ法によってＰＡＲＣＯＲ係数を算出する
ようにする。
【００７５】
＜第３実施形態のＰＡＲＣＯＲ係数算出装置＞
　第３実施形態のＰＡＲＣＯＲ係数算出装置は、第２実施形態のＰＡＲＣＯＲ係数算出装
置（１）と同様のハードウェア構成であり、第２実施形態と異なる部分について説明を行
う。
　第３実施形態では、第２実施形態の制御プログラムに替え、制御プログラムを、現在の
次数ｍをｈで割った余りが０に等しいか否かを判定して、この判定結果に基づき各プログ
ラムに基づく処理を制御することができるものとする。また、上記ｈの値は、外部記憶装
置（１７）に保存記憶されている。
【００７６】
　第３実施形態のＰＡＲＣＯＲ係数算出装置（１）では、外部記憶装置（１７）に記憶さ
れた各プログラムとこの各プログラムの処理に必要なデータが必要に応じてＲＡＭ（１５
）に読み込まれて、ＣＰＵ（１４）で解釈実行・処理される。この結果、ＣＰＵ（１４）
が所定の機能（初期値設定部、ＰＡＲＣＯＲ係数算出部、前向き予測誤差更新部、後向き
予測誤差更新部、平均エネルギー算出部、誤差依存平均エネルギー算出部、制御部）を実
現することでＰＡＲＣＯＲ係数の算出が実現される。なお、制御部は、現在の次数ｍをｈ
で割った余りが０に等しいか否かを判定する判定手段としても機能する。
【００７７】
＜第３実施形態のＰＡＲＣＯＲ係数算出処理＞
　次に、図１１を参照して、第３実施形態におけるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理の流れを叙
述的に説明する。ここでは、第１実施形態におけるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理の流れと異
なる部分について説明を行う。
【００７８】
　第３実施形態におけるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理では、第１実施形態におけるステップ
Ｓ３ａの処理でｍ≠Ｍの場合に次のステップＳ１１の処理を行う。
　即ち、制御部（１９０）は、現在の次数ｍをｈで割った余り、つまりｍ　ｍｏｄ　ｈが
０に等しいか否かを判定する（ステップＳ１１）。ｍ　ｍｏｄ　ｈ≠０であれば、制御部
（１９０）は、第１実施形態で説明したステップＳ４以降の処理〔ステップＳ４～Ｓ８、
Ｓ３ｂ、必要に応じてＳ９の各処理〕を行うように制御する。ｍ　ｍｏｄ　ｈ＝０であれ
ば、制御部（１９０）は、第２実施形態で説明したステップＳ４ｒ以降の処理〔ステップ
Ｓ４ｒ～Ｓ８ｒ、Ｓ３ｒ、必要に応じてＳ９ｒの各処理〕を行うように制御する。
【００７９】
　第２実施形態では、ステップＳ３ｒの処理でｍ≠Ｍの場合にステップＳ１０ｂの処理を
行うとしたが、第３実施形態では、制御部（１９０）は、ステップＳ３ｒの処理でｍ≠Ｍ
の場合に、上記ステップＳ１１以降の処理を行うように制御する（図１１参照。）。
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　なお、ステップＳ３ｒの処理でｍ≠Ｍと判定された後、最初のステップＳ７の処理で用
いられる平均エネルギーＡｍ－１は、直近のステップＳ７ｒの処理で算出された誤差依存
平均エネルギーＢｍ－１である。また、当該ステップＳ７の処理で用いられるＰＡＲＣＯ
Ｒ係数γｍ－１、ｍ－１は、直近のステップＳ８ｒの処理で算出されたＰＡＲＣＯＲ係数
γｍ－１、ｍ－１である。
【００８０】
＜第３実施形態の別形態＞
　第３実施形態においてステップＳ４ｒ、Ｓ５ｒ、Ｓ６ｒの処理がそれぞれ、ステップＳ
４、Ｓ５、Ｓ６の処理と同じであるから、第３実施形態の別形態を下記のようなＰＡＲＣ
ＯＲ係数算出処理の流れとすることができる。ここでは、図１２を参照して、第２実施形
態におけるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理の流れと異なる部分について説明を行う。
【００８１】
　第３実施形態の別形態におけるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理では、第１実施形態における
ステップＳ６の処理に続いて上述したステップＳ１１の処理を行う。
　即ち、制御部（１９０）は、ｍ　ｍｏｄ　ｈ＝０の成否を判定する（ステップＳ１１）
。ｍ　ｍｏｄ　ｈ≠０であれば、制御部（１９０）は、第１実施形態で説明したステップ
Ｓ７以降の処理〔ステップＳ７、Ｓ８、Ｓ３ｂ、必要に応じてＳ９の各処理〕を行うよう
に制御する。ｍ　ｍｏｄ　ｈ＝０であれば、制御部（１９０）は、上述したステップＳ７
ｒ以降の処理〔ステップＳ７ｒ、Ｓ８ｒ、Ｓ３ｒ、必要に応じてＳ９ｒの各処理〕を行う
ように制御する。
　なお、第３実施形態ではステップＳ３ｒの処理においてｍ≠Ｍの場合にステップＳ１１
の処理を行うとしたが、第３実施形態の別形態では、ステップＳ３ｒの処理においてｍ≠
Ｍの場合にステップＳ４以降の処理を行う（図１２参照。）。
【００８２】
　第３実施形態では、ステップＳ１１の処理をｍ　ｍｏｄ　ｈが０に等しいか否かを判定
する処理としたが、このような処理に限定するものではない。例えば、現在の次数が予め
任意に設定した次数（この次数は複数設定できる。）であるかを判定し、設定された次数
である場合にステップＳ４ｒ以降の処理を行うようにすることができる。この観点から云
えば、ｍ　ｍｏｄ　ｈが０に等しいか否かを判定する処理は、ｈの倍数に相当するモデル
次数の場合に従来のＢｕｒｇ法によってＰＡＲＣＯＲ係数を算出するように制御するもの
となっている。
【００８３】
　以上の各実施形態の他、本発明であるＰＡＲＣＯＲ係数算出装置・方法は上述の実施形
態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更が可能である。
また、上記ＰＡＲＣＯＲ係数算出装置・方法において説明した処理は、記載の順に従って
時系列に実行されるのみならず、処理を実行する装置の処理能力あるいは必要に応じて並
列的にあるいは個別に実行されるとしてもよい。
【００８４】
　また、上記ＰＡＲＣＯＲ係数算出装置における処理機能をコンピュータによって実現す
る場合、ＰＡＲＣＯＲ係数算出装置が有すべき機能の処理内容はプログラムによって記述
される。そして、このプログラムをコンピュータで実行することにより、上記ＰＡＲＣＯ
Ｒ係数算出装置における処理機能がコンピュータ上で実現される。
【００８５】
　この処理内容を記述したプログラムは、コンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録
しておくことができる。コンピュータで読み取り可能な記録媒体としては、例えば、磁気
記録装置、光ディスク、光磁気記録媒体、半導体メモリ等どのようなものでもよい。具体
的には、例えば、磁気記録装置として、ハードディスク装置、フレキシブルディスク、磁
気テープ等を、光ディスクとして、ＤＶＤ（Digital Versatile Disc）、ＤＶＤ－ＲＡＭ
（Random Access Memory）、ＣＤ－ＲＯＭ（Compact Disc Read Only Memory）、ＣＤ－
Ｒ（Recordable）／ＲＷ（ReWritable）等を、光磁気記録媒体として、ＭＯ（Magneto-Op
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tical disc）等を、半導体メモリとしてＥＥＰ－ＲＯＭ（Electronically Erasable and 
Programmable-Read Only Memory）等を用いることができる。
【００８６】
　また、このプログラムの流通は、例えば、そのプログラムを記録したＤＶＤ、ＣＤ－Ｒ
ＯＭ等の可搬型記録媒体を販売、譲渡、貸与等することによって行う。さらに、このプロ
グラムをサーバコンピュータの記憶装置に格納しておき、ネットワークを介して、サーバ
コンピュータから他のコンピュータにそのプログラムを転送することにより、このプログ
ラムを流通させる構成としてもよい。
【００８７】
　このようなプログラムを実行するコンピュータは、例えば、まず、可搬型記録媒体に記
録されたプログラムもしくはサーバコンピュータから転送されたプログラムを、一旦、自
己の記憶装置に格納する。そして、処理の実行時、このコンピュータは、自己の記録媒体
に格納されたプログラムを読み取り、読み取ったプログラムに従った処理を実行する。ま
た、このプログラムの別の実行形態として、コンピュータが可搬型記録媒体から直接プロ
グラムを読み取り、そのプログラムに従った処理を実行することとしてもよく、さらに、
このコンピュータにサーバコンピュータからプログラムが転送されるたびに、逐次、受け
取ったプログラムに従った処理を実行することとしてもよい。また、サーバコンピュータ
から、このコンピュータへのプログラムの転送は行わず、その実行指示と結果取得のみに
よって処理機能を実現する、いわゆるＡＳＰ（Application Service Provider）型のサー
ビスによって、上述の処理を実行する構成としてもよい。なお、本形態におけるプログラ
ムには、電子計算機による処理の用に供する情報であってプログラムに準ずるもの（コン
ピュータに対する直接の指令ではないがコンピュータの処理を規定する性質を有するデー
タ等）を含むものとする。
【００８８】
　また、この形態では、コンピュータ上で所定のプログラムを実行させることにより、Ｐ
ＡＲＣＯＲ係数算出装置を構成することとしたが、これらの処理内容の少なくとも一部を
ハードウェア的に実現することとしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８９】
　本発明は、信号分析や信号の符号化などに有用である。
【図面の簡単な説明】
【００９０】
【図１】第１実施形態に係わるＰＡＲＣＯＲ係数算出装置のハードウェア構成例を示す図
。
【図２】第１実施形態に係わるＰＡＲＣＯＲ係数算出装置の機能構成例を示すブロック図
（次数１の場合の処理に相当。）。
【図３】第１実施形態に係わるＰＡＲＣＯＲ係数算出装置の機能構成例を示すブロック図
（次数１から２に拡張する場合の処理に相当。）。
【図４】第１実施形態に係わるＰＡＲＣＯＲ係数算出装置の機能構成例を示すブロック図
（次数ｍ－１からｍに拡張する場合の処理に相当。）。
【図５】第１実施形態に係わるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理の処理フローを示す図。
【図６】第１実施形態の変形例に係わるＰＡＲＣＯＲ係数算出装置の機能構成例を示すブ
ロック図。
【図７】第１実施形態の変形例に係わるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理の処理フローを示す図
。
【図８】第２実施形態に係わるＰＡＲＣＯＲ係数算出装置の機能構成例を示すブロック図
。
【図９】第２実施形態に係わるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理の処理フローを示す図。
【図１０】第２実施形態の別形態に係わるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理の処理フローを示す
図。
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【図１１】第３実施形態に係わるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理の処理フローを示す図。
【図１２】第３実施形態の別形態に係わるＰＡＲＣＯＲ係数算出処理の処理フローを示す
図。
【符号の説明】
【００９１】
１　　ＰＡＲＣＯＲ係数算出装置
１４１　　ＰＡＲＣＯＲ係数算出部
１４２　　前向き予測誤差更新部
１４３　　後向き予測誤差更新部
１４５　　平均エネルギー算出部
１４６　　線形予測係数算出部
１４８　　誤差依存平均エネルギー算出部
１４９　　前向き予測誤差エネルギー算出部
１９０　　制御部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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